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所得や経済成長で安全安心は買えるか

（公財）21世紀研究機構研究調査本部

林 万平

安全安心と経済問題

 「失われた10年」から「失われた20年」へ。

 少子高齢化やグローバリゼーションに対応できない社会

 ※日本の社会問題として 経済問題は非常に重要なテーマ ※日本の社会問題として、経済問題は非常に重要なテ マ。

 一方で・・・

 １）イースタリンの逆説：

 一定の生活水準に達すると、所得と幸福度の間に相関はなくなる

 ２）Frey,Stutzer：

 1958年から1991年にかけて、日本人の幸福度は上昇していないと
言うデータ

 ３）くたばれGNP(60年代）：

 高度経済成長の弊害。公害問題etc
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 地域の経済成長と市民の安全安心の間には、どのよう
な関係があるのだろうか？な関係があるのだろうか？

 市民の安全安心感は所得や貯蓄に左右されるものなの
だろうか？

安全安心に関わる社会問題

 阪神大震災（1995年）

 地下鉄サリン事件（1995年）

 JR福知山線脱線事故（2005年） JR福知山線脱線事故（2005年）

 宮崎県口蹄疫（2010年）

 中国餃子事件（2007年）

 秋葉原殺傷事件（2008年）

 自殺者3万人超（1998年～※12年連続）

 トヨタ自動車リコール事件（2010年）

水俣病（1956年） 水俣病（1956年）

 米国発金融危機（2008年～）

 新型インフルエンザ（2009年）

 佐用町豪雨水害（2009年）

 etc・・・・
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社会問題（リスク・ハザード）の種類

大分類 中分類 

犯罪・テロ 犯罪、テロ、迷惑行為 

事故 交通事故 火災 プラ ト事故 家庭内で 事故事故 交通事故、火災、プラント事故、家庭内での事故

災害 地震、津波、風水害、火山、雪害 

戦争 戦争、国際紛争、内乱 

サイバー空間 コンピュータ犯罪、システムダウン 

健康問題 新興感染症、病気、医療事故 

食品問題 食中毒、残留農薬、医薬品、遺伝子操作食品 

社会生活 教育、人間関係、育児、社会保障、老後 

経済問題 不況、失業、インフレ経済問題 不況、失業、インフレ

政治・行政 政治不信、財政破綻、少子高齢化 

環境・エネルギー 地球環境、温室効果ガス、資源・エネルギー 

 

人々の社会生活は、これら全てのハザードに晒され、
人々の安心感は脅かされる。

従来の対処法

“安全を確保すれば、即ち安心が得られる。”

安心とは 安全 問題 ある⇒安心とは、安全の問題である。

⇒常に安全の確保を考えていかなければいけない。

⇒安心は安全の延長戦に自然と得られるもの。

例：恒例の交通事故者減少への取り組み、自然災害にお
ける復 活動 犯罪 罰則強化ける復旧活動、犯罪への罰則強化etc

では、安全は本当に安心をもたらしただろうか？
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安全に関する客観的事実の例

図１ 外因による死者数の推移 

35 000
人／年

・犯罪や交通事故の死者数は漸減傾向にある。
・自然災害の死者数は相対的に非常に少ない。

⇒客観的事実に基づけば、事故や災害、犯罪に関
しては、日本は安全安心な社会に近づいている。
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例：安全社会の盲点（監視社会）

 “プライバシーを無くすことは、排除と抑圧の問題なの
か、それとも安全安心のための対象の一つなのか。”

【安全の確保】

監視システムの導入により、安全度が
向上し、安心の確保へ。【安全の追及のために】

・監視カメラの導入
・地域パトロール
・地縁社会による隣人への目配り

【不安の醸成】

監視カメラが張り巡らされ、パトロール
が頻繁に行われる、他の家との境界が
曖昧な地縁社会が醸し出す、不安。

地縁社会による隣人への目配り
・・・etc
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安全安心社会の組み合わせ

①

安全な社会 ○

②

安全な社会 ×
人々は安心 ○

③

安全な社会 ○
人々は安心 ×

人々は安心 ○

④

安全な社会 ×
人々は安心 ×

①・・・望ましい安全安心な社会
②・・・危険だが安心している社会
③・・・安全であるが安心感のない社会
④・・・危険で不安な社会

安全安心を考える

安全安心な社会を築いていくためには、

①安全と安心は区別して考える①安全と安心は区別して考える

②安全のみに目を向けるのは不十分

③どのように安心が確保されているのか理解が必要

 A.安全と安心の関係とは？

⇒客観的安全度と主観的安心感の関係を分析客観的安全度と主観的安心感の関係を分析

 B.安心の仕組みは？

⇒人々の主観的安心感を支える構造を分析
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信頼と安心の仕組み

 本当に客観的リスクは、直接、人々の安心に届いている
のだろうか？信頼というフィルターを通して、安心に届い
ているのではないだろうか？ているのではないだろうか？

【信頼の構成要素】
・能力

・公正性
・価値観の共有

・人々は、ハザードに対処する能力が高い場合に、その手段に対する信頼感を高める
・人々は、ハザードに対処する手段が公正であると感じると、信頼感を高める
・人々は、ハザードに対処する手段が自分たちと同じ目線に立っていると、信頼感を高める。

⇒知識や技術といった、客観的な要素を高めるだけでは、信頼は得られない。従って安心も
確保できない。

経済成長、所得と安全安心

 経済成長率が高く、所得や貯蓄がある方が、地域生活にお
ける安全安心感を高めるのだろうか？

 １）信頼経路：

 社会の諸制度が信頼に足るようになると、安心する。経済成
長や所得増は信頼を高めるか？

 ２）客観経路：

 成長率が高く、高所得である方が、将来の見通しや現在の生
活に安心することで安心を得る。

 信頼経路の効果は？客観経路の効果は？
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安全安心分析のアプローチ

A⇒第１アプローチ：客観的安全度と主観的安心感

・客観的な環境要因は、人々の安心感に影響を与える。

・人々の心理は 客観的な環境要因を直ちに変えない・人々の心理は、客観的な環境要因を直ちに変えない。

⇒どのような環境において、人々の安心感は影響を受け
るのか？

B⇒第２アプローチ：社会的信頼と主観的安心感

人々の安心感を担保するキーワードは社会的信頼感では
ないだろうか？

⇒どのような信頼システムが、人々の安心感を担保するた
めに機能しているのだろうか？

第１アプローチ準備：客観的安全度指標のリスト
事業所数・従業者数（産業大・小分類別、経営組織
別）

刑法犯認知件数　時系列 医療施設（種類別、病床数）、外来患者数・新入院
患者数・退院患者数（保険所別、病院種別）

NPO法人数、NPO法人リスト 消防団員数、出火件数　時系列 養護老人ホーム在所者数、老人クラブ・会員数

有効求人倍率 自主防災組織数、消防団員数、建物焼損面積、建
物火災件数・損害額

身体障害者手帳交付台帳登載数（種類別）、身体
障害者福祉（取扱人員、給付状況）物火災件数 損害額 障害者福祉（取扱人員、給付状況）

職業紹介状況（新規・有効　求人・求職（一般・パー
ト）、就職・充足件数）

衆参知事選挙（有権者数、投票者数、投票率） 療育手帳交付台帳搭載数（程度別、年令階級別）、
知的障害福祉（交付数、取扱人員）

労働力人口（労働力形態別、雇用形態別、産業別、
従業上の地位別、）

普通会計決算（歳入・歳出　内訳別） 婦人保護受付件数・処理人員、婦人保護施設入居
者数

農家数（形態別） 財政（歳入、地方交付税、財政力指数、時系列） 要介護度別人口（時系列）

原材料額、製造出荷額、付加価値額、 教育施設数・人員数（種類別）、長期欠席者数、中
卒者・高卒者進路（学校別、就職、死亡その他）

介護保険施設数

年間商品販売額（産業別、企業規模別） 公害苦情件数（種類別） 人口（年齢階級別、性別、労働力状態別、産業別、
職業別、従業上の地位別）

市町内総生産（産業別、増加率、時系列、構成比、
製造業、就業者当たり、実質値）

雇用保険適用事業所数、雇用保険保険者、雇用保
険受給件数、給付人員数

世帯数（家族類型別、人員数別、住居類型別）

市町民総所得（所得別 増加率 時系列 人当た 感染症 食中毒件数（感染症分類別 食中毒原因 平均寿命（性別 時系列）市町民総所得（所得別、増加率、時系列、一人当た
り）

感染症、食中毒件数（感染症分類別、食中毒原因・
場所別、保健所別）

平均寿命（性別、時系列）

交通事故（発生件数、死傷者数、負傷者数） 生活保護（被保護世帯・人員数・開始・廃止、被保
護人員、保護開始理由）、医療扶助人員、介護扶助

人口動態（出生数、死亡数、乳児死亡数、死産数、
婚姻数、離婚件数、平均寿命

刑法犯・窃盗犯・知能犯（認知件数、解決件数） 民生委員数（性別）、民生委員活動状況（種類別） 死亡者数、乳児死亡数（死因別、年齢階級別）

街頭犯罪・侵入犯罪認知状況（犯罪種別） 児童相談所活動状況（内容別、経路別、種類別、年
齢別）、市町養護相談件数

高齢化率（要介護度別、独居）

交通事故（発生件数、死者数、傷者数）、事故類型
（種別、発生道路別）、物損・人身事故

母子生活支援所在所者数、里親数、保育所数・定
員・在所者数

医療施設数、医療従事者数

交通事故（人身事故）（発生件数、死傷者数）　時系
列

母子自立支援員活動回数（生活一般、児童、経済
支援）、児童扶養手当受給者数

医師・歯科医・薬剤師・医療従事者数（専門・種類
別）

内閣府の調査より
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：主観的安心感に関する質問リスト（抜粋）

 日本は安全で安心して暮らせる国だと思いますか

 お住まいの地域は安全で安心して暮らせる地域だと思い
ますかますか

 老後に不安を感じますか

 夜9時以降に住んでいる地域を安心して歩けますか

 住んでいる地域に住み続けたいですか

 食べものや飲み水は安心ですか

 etc・・・

兵庫県「美しい兵庫指標」調査より
21世紀研究機構「安全安心を支える社会的信頼システムのあり方」調査より

第１アプローチ：経済成長と主観的安心感

地域の経済成長率は、安心感に影響を与えるだろうか？

世紀研究機構 ケ ト調査と内閣府デ タを使⇒21世紀研究機構のアンケート調査と内閣府データを使

用して、居住地域の経済成長率と居住者の安心感の関
係を分析する。

≪仮説≫

より経済成長率が高い地域に居住している人々は 生活より経済成長率が高い地域に居住している人々は、生活
における将来展望が明るいため、地域生活における安
心感が高い。
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第１アプローチ：分析手法

 質問「お住まいの地域は、安全で安心して暮らせる地域
だと思いますか？」（１．そう思う、２．そう思わない）につ
いて 「１ そう思う」と回答する確率を 居住地域の経済いて、「１．そう思う」と回答する確率を、居住地域の経済
成長率は、どの程度押し上げるのか、分析。

 個人の経済状況や年齢、教育水準、性別、犯罪被害・災
害被害経験を考慮。

 個人の精神的な態度について、質問「一般に、他人に対
しては用人に越したことはない。」等の回答を使用して調
整。



21世紀文明研究セミナー2010 Hayashi M 2010/11/12

10

分析結果
 全ての回答者を対象とした分析では、経済成長率が居住地域の安全安心感に与える影

響は確認できない。しかし、労働者に限定した分析では、経済成長率が高い地域には一
般に他人に対する信頼感が高い人々が住んでいる傾向が認められるが、その点を考慮
しても、居住地域は安全安心だと回答する確率が有意に高い。

 完全失業率、一人当たりGDPは安全安心感に影響を与えていない。

 登録型派遣労働者は、正規社員と比較して、居住地域は安全安心だと回答する確率が
大幅に低くなっていることが確認された。

 女性は男性よりも、一般に他人に対する信頼感が高い傾向が確認されるが、それを考
慮しても、居住地域は安全安心と回答する確率は、女性の方が男性に比べて有意に高
い。

 個人の世帯収入、貯蓄、年齢（or勤続年数）が、居住地域は安全安心だと回答する確率
に影響を与えていることは確認できない。

＜まとめ＞＜まとめ＞

※労働者間では、地域の経済成長率が、個人の安心感を引き上げている事が確
認された。

※個人の学歴や収入・貯蓄は、個人の安心感に影響を与えていない。

※派遣労働者の安心感は、正規従業員と比較して大幅に低くなっている。

※女性は男性よりも地域生活における安全安心感が高い。

暫定的結論

 人々の安心感を向上させるためには、個人への所得保
障などのアプローチよりも、地域の経済成長率を引き上
げる事が有効げる事が有効。

 一人当たりGDPに見られる、地域の経済水準の違い
は、人々の安心感に影響を与えていない。

 正規従業員と比較して、派遣労働者は安心感が相当低
くなっているが、安心感が低い人々が派遣労働を選択し
ているのか、派遣労働という雇用形態が人々の安心感
を引き下げているのかは、区別する必要がある。
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今後の課題

 経済成長で人々の安全安心感の多くを説明できるとは言え
ない。

登録型派遣労働という雇用形態がその確率を引き下げてい 登録型派遣労働という雇用形態がその確率を引き下げてい
るのか、安全安心感が低い労働者が登録型派遣労働者を
選択しているのか？

⇒主観的な安心感に関する更なる調査、理論蓄積が必要。

我々が目指す安全安心社会とは

• 社会が安全であればあるほど、人々は安心するのだろうか？
• 安全安心はあらゆる犠牲を払ってでも追及される価値だろうか？

安全社会への批判

安全安心はあらゆる犠牲を払ってでも追及される価値だろうか？
• 誰のための安全安心なのだろうか？

安全安心社会とは、

１）リスクやハザードによる市民の生命・身体・財産への予想被害が許容範囲に収まっ
ているというだけでなく、
２）市民生活への社会不安が低位にとどまり、

安全安心社会とは

３）市民が心豊かに生きる喜びを感じることができる社会のことである。

出典：（財）ひょうご震災記念２１世紀研究機構
「安全安心の意識を支える社会的信頼システムのあり方に関する報告書」２００８年３月
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＜参考文献＞インターネット調査

調査上の課題

調査方法はどうするのか？・調査方法はどうするのか？

・安全安心“感”をどのように調査するか？

・どのような分析を行うのか？

・地域性はどのように考慮するのか？

兵庫県における
アンケート調査および分析を実施

※2007、2008年度実施済み

※統計調査・分析による傾向の把握
⇒実態調査と回収データの分析による、現状の把握と回答項目間の関係を分析。

※主観的な調査項目の導入
⇒回答者の客観的な状態に関する項目だけでなく、安全安心感、幸福度、満足度、信頼感、
質問に関する自由記述等、主観的な調査項目を盛り込んでいく。

※兵庫県は都市部、中山間地、淡路島など、多様な地域性を持つ

調査概要

調査時期：
第 回 年 月 第 回 年 月第1回：2007年11月、第2回：2008年12月

調査対象：
兵庫県在住者、15歳～79歳、男女

調査方法：
インターネット調査によるアンケート調査

サンプル数：サンプル数：
各1,000人
※第2回調査では、神戸・阪神北・阪神南、東播磨・北播磨・中播磨・西播磨、但馬・丹波より各300サンプル、
淡路島より100サンプル回収
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調査内容

１）回答者属性
（同居家族構成、現住所、居住年月、最終学歴、雇用形態、所得・貯蓄・負債、住居形態、etc）

２）安全安心感、幸福感、生活満足度
（日本・居住地域の安全安心感、現在の幸福度・生活満足度）

３）信頼感、体感治安の変化
（回答者の信頼観、地域の諸要因における信頼度、日本の諸制度への信頼度、日本・地域治安の変化）

４）犯罪・災害被害の可能性・経験 犯罪・災害に対する取り組み４）犯罪・災害被害の可能性・経験、犯罪・災害に対する取り組み

５）日常生活における不安要因、生きていくのが辛いと感じるほどの困難について
※2008年度調査のみ

地域別サンプリング ※2008年

・兵庫県を4地域に区分しサンプリング。兵庫県を4地域に区分しサンプリング。
・農村漁村からも十分なサンプルを確保。
・男女比、年齢層、収入も正規分布に近い。

居住地域 サンプル

工場の多い地域 40

商店・事業所の多い地域 131

おもに古くからの住宅地（戦前からの住宅地） 302

おもに新興住宅地（戦後できたニュータウンを含む） 263

農村漁村 245

その他 19

計 1000



21世紀文明研究セミナー2010 Hayashi M 2010/11/12

14

回答者像

結婚性別

住居形態
持ち家（一戸建て）

持ち家（集合住宅）

民間の賃貸住宅（一戸

建て）
民間の賃貸住宅（集合

結婚 未婚男性 女性

年齢分布 居住年数

民間の賃貸住宅（集合

住宅）
公団・公社・公営の賃貸

受託（一戸建て）
公団・公社・公営の賃貸

受託（集合住宅）
勤め先の社宅・寮（一戸

建て）
勤め先の社宅・寮（集合

住宅）
その他

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100

0 20 40 60 80 100

回
答
者
数

年齢

0

20

40

60

80

100

120

140

160

0 10 20 30 40 50 60 70 80

回
答
者
数

居住年数

回答者経歴

最終学歴
中卒

高卒

短大卒・専修学校卒・高専

卒卒
大卒

大学院卒

現役高校生

現役短大・専修学校・高専

生
現役大学生

現役大学院生

職業
専門職・技術職

管理職

雇用形態
正規職員・従業員

役員・経営者

自営業者

家族従業者

パート

アルバイト

派遣労働者（常用雇

用型）
派遣労働者（登録事務職

販売食

農林漁業作業者

採鉱・採石作業者

運輸・通信従事者

技能工・生産工程労務者

保安職従事者

サービス職業従事者

無職

その他

用 ）
派遣労働者（登録

型、臨時・日雇い）
契約社員

嘱託社員

その他
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回答者経済状況
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信頼観

ほとんどの人は信頼できる

そう思わない

私は人を信頼する方だ

そう思わない

2

3

4

そう思う

2

3

4

そう思う

ほとんどの人は他人を信頼している

そう思わない

2

3

4

そう思う

地域における満足度
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回

地域における人間関係
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生活上の心配ごと

自身の健康

心配である

家庭内の人間関係

心配である

生活上の孤立

心配であ

る心配である

2

3

心配でない

心配である

2

3

心配でない

る
2

3

心配でな

い

地域での非行や犯罪老後の自分の世話

心配であ

自分の収入・所得

心配であ
心配であ

る
2

3

心配であ

る
2

3

心配でな

い

心配であ

る
2

3

心配でな

い

制度への信頼

警察は犯罪の抑止に効果的 地域問題に行政は誠実に対応

する

マスコミは正しい情報提供を心掛

けている

そう思う

2

3

そう思わない

司法制度は公平

そう思う

2

3

そう思わない

子どもを公立学校に安心して

れ

そう思う

2

3

そう思わない

スーパーやコンビニの商品は安

心 食べられる
そう思う

2

3

そう思わない

預けられる
そう思う

2

3

そう思わない

心して食べられる

そう思う

2

3

そう思わない
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治安の変化

この3年の日本の治安の変化 この3年の地域の治安の変化

かなり良くなっている

2

かわらない

4

かなり悪くなっている

かなり良くなっている

2

かわらない

4

かなり悪くなっている

犯罪被害

ひったくり被害の可能性 引ったくり時に周りは助けてくれるか

かなりある

2

3

まずない

ひったくり被害の経験

必ず助けてくれる

2

わからない

4

引ったくり時にあなたは他人を助けるか

ある ない

必ず助ける

2

わからない

4

助けない
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自然災害

今後10年間で地震被害に遭う可能性

自然災害時、生活の回復のうえで、市町

行政は頼りになるか

頼りにできる

2

3

頼りにできない

かなりある

2

3

まずない

地震被害の経験

自然災害時、生活の回復のうえで、近隣

住民は頼りになるか 生活全般にわたり、

援助を期待できる

2

どのくらい援助してく

れるかわからない

4

援助をほとんど期待

できない地震被害の経験

ある ない

できない

自然災害時、生活の回復のうえで、地元

町内会や自治体は頼りになるか
生活全般にわたり、援

助を期待できる
2

どのくらい援助してくれ

るかわからない
4

援助をほとんど期待で

きない

日常生活の不安ランキング

200
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自由回答に見る不安

電波が通じにくく家電がよく壊れる。

病気

借金

住居が袋

ゆとりがない

仕事で法律違反をしていないか

騒音がうるさいお隣の方が変なひとだから
親の介護

何歳まで働けるのか。

病気

子供達の先行き

環境問題

病院が遠い

自身が病気であ

浮浪者がかなり沢山
周りに住んでいるの
で子供たちが心配

住居が袋
小路状態
のところ
にあり、
道も狭く
火災等の
災害が
あった場
合足腰の
弱い年寄
りが居る

趣味をする時間が少ない 将来があまりに不明確
ペットのこと

人生が見えない

仕事で法律違反をしていないか

孤独感

なんとなく

人との交わり

経済的に。

食料自給率

ローンの返済関西の人とうまくいくか

老後

後継者不足が顕著に現れてきた

会社

自身が病気であ
り長期通院してい
るが、回復のめど
が立たず年齢的
な事も相まって毎
日毎日の生活自
体が不安である。

あまりに生活が単調で

ので。

若者の減少

もらえない年金を払っている

食品の安
全性や企
業の誠実
性など信
頼していた
物が全く失
われてい
ること。

なんとなく

マンションの耐久性
近所とのつきあいがうすい

身体にハンデー
のある者にととっ
て心配と言う言
葉は日常生活に
常に付きまとう言
葉です

交通事故

信用していても
ニュースでいろ
んなことを見て
いると疑心暗鬼
になる

不況

何も楽しい事が見つからない

生きがいを見つけること

生きていくのが辛いと感じる困難

生きていくのが辛いほどの困難に対する望ま

しい解決法 人には相談せずに、自

分ひとりで解決する

生きていくのが辛いと感じるほどの困難の内

容

金銭面

友人などに相談し、解決

していく

地縁組織やNPOなどの

支援を受けて、解決して

いくこと

行政の制度・政策支援

を受けて、解決していく

医者、弁護士、カウンセ

ラーなどの専門家の支

家族

友人関係、職場の人

間関係
仕事や学業

身体や健康

その他

生きていくのが辛いと感じるほどの困難に望まれた支援

援を受けながら、解決し

ていく

生きていくのが辛いと感じるほ

どの困難に直面した経験

あり なし

お金など経済的な支援

理解・共感といった精

神的な支援
専門的知識にもとづく

支援
役所や行政による支援

その他
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自由記述 生きるのが苦しいほどの困難

育児

家族の病気

別離恋愛や結婚

愛犬の死

子供の頃のいじめ

自分の生き方

友人の死死産

家族の自殺

愛犬の死

漠然と将来について

近隣トラブル

幼い頃の虐待から来るPTSDに伴う症状

安全安心感を支える構造

AGFI=0.996
RMSEA＜0.000
X2=13.93/df=20

2008年調査

生活満足

一般的信頼

制度への信頼

災害時の
近隣への信頼

犯罪時の
近隣への信頼.16.12

66

.34

.13

.06

.13

.14.22 .12

.19

.08

.31

37

.07 .10

安全・安心感

災害時の
行政への信頼

災害時の
町内会への信頼

.33

.66

.15 .05

.11

.08

.17
.37

.11


